
九州大学アジア人財プログラム －過去のトピックス（平成２３年度）－ 

 

2011年 5月 16日 

平成 23年度アジア人財資金構想「合同説明会」（ジョブフェア2012内定者報告会）（開催結果） 

平成２３年５月１６日（月）唐津発電所（佐賀県唐津市二夕子３－２１３）および天山揚水式発電所（佐賀県唐津市厳木町天山３－２１３）に

て「企業見学会」を開催。 

 

1.事業概要 

九州大学では、平成２０年１０月から我が国企業に就職意思のある能力・意欲の高いアジア留学生を対象に、エネルギー・環境を意識したも

のづくりができる人材育成プログラム（ＡＱプログラム）を展開し、受入から我が国企業への就職まで、切れ目のない一貫した支援プログラム

を産学連携により推進。 

この一環として、留学生に専門知識の付与、ビジネス現場の体感を図り我が国産業への関心を高めさせつつ具体的な就業へと導くための「企業

見学会」事業を、九州電力（株）殿の協力の下で実施。 

 

2.結果  

 当日は、本学から留学生１２名、大学関係者４名が参加。 

同社からは福岡支店広報Ｇ 浦氏に同行頂いた。唐津発電所にて会社概要説明を受け、蒸気タービン・発電機及び中央制御室(現在稼働停止

中)ボイラを見学した。 

続いて天山揚水式発電所において地下発電設備や貯水ダムを見学した。発電に使った水をくみ上げて(揚水して)再び発電に使うことで他の発

電所や送電線などの故障で電気が足りなくなった時に、緊急に発電することができるという知識を習得した。  

 

        

（概要説明：唐津発電所に於いて）                （蒸気タービンの構造説明） 

          

（概要説明：天山発電所に於いて）                  （発電体験の様子） 



2011年 9月 29日 

平成２３年度アジア人財資金構想  黒崎播磨（株）・北九州イノベーションギャラリー・北九州エコタウン  企業見学会（開催結果）  

平成２３年９月２９日（木）黒崎播磨㈱（北九州市八幡西区東浜町１－１）および北九州イノベーションギャラリー（北九州市八幡東区東田

２－２－１１）および北九州エコタウン（北九州市若松区向洋町１０－２０）にて「企業見学会」を開催。 

 

1.事業概要 

 九州大学では、平成２０年１０月から我が国企業に就職意思のある能力・意欲の高いアジア留学生を対象に、エネルギー・環境を意識したも

のづくりができる人材育成プログラム（ＡＱプログラム）を展開し、受入から我が国企業への就職まで、切れ目のない一貫した支援プログラム

を産学連携により推進。 この一環として、留学生に専門知識の付与、ビジネス現場の体感を図り我が国産業への関心を高めさせつつ具体的な

就業へと導くための「企業見学会」事業を実施。  

2.結果  

 当日は、本学から留学生８名、大学関係者３名が参加。 

 

（１） 黒崎播磨（株） 

  総務人事部人事グループ秦氏より概要説明後、研究・技術職員２名の同行のもと、耐火物スライディングノズルの工場見学を行った。実際

のノズルを持ったり触ったりする体験もでき、ものづくりを身近に感じることができる見学となった。 

   

               （研修センターにて概要説明）                （研修センターから工場内へ） 

 

（２）北九州イノベーションギャラリー 

 日本の産業・経済の発展を支えた製鉄とその技術の進展、北九州における企業の創業・立地等産業技術史を学習した。その後技術革新年表の

ギャラリー見学を行った。 

    

（概要説明）           （年表のギャラリーにて産業史学習）  

 

（３）北九州エコタウン 

  北九州市エコタウン事業の概要及び公害克服の歴史、北九州の主な環境関連企業と資源リサイクル技術等について学習後、展示室にてリサイ

クル事業についての説明を受けた。小型電子機器や廃油の回収システムや、実際にリサイクルされたペットボトルのサンプルなどの実物など、

視覚触覚に訴える展示に触れ、留学生からもたくさんの質問が出ていた。 



    

（概要説明）             （展示室にて事業の説明） 

2011年 10月 13日 

平成２３年度 アジア人財資金構想「ＡＱ塾」の開催結果 

1.概要    

就職支援の一環として、ものづくりに関する高度な専門性を有するアジア人財の日本企業における活躍を後押しすること目的として、伊都キ

ャンパスにおいて集中講座を開催した。  

■背 景 

政府の成長戦略を巡る議論は、アジア新興国の活力をいかにして日本経済に取り入れるかが大きな柱となっている。このような中で、専門知

識を有する留学生人材が注目され、日本企業の活動においても、アジア新興国対応にあたって留学生人材を重要な資源と位置付ける企業が増加。

ただ、高度外国人材登用による日本企業のニーズがある一方で、留学生自身については日本企業・経済に関する十分な知識と理解が求められて

いる。このためアジア人材に関する就職支援の在り方は、さらにきめ細やかな対応が求められている。とりわけ日本企業への就職にあたって、

必要な実践感覚の涵養が求められている状況。 

■内 容  

現状では、就職戦線の厳しさや、日本企業への就職に関する知識や認識は不十分な状況。このような留学生に対して、集団討論や模擬面接な

どを通じて、日本企業を対象にした就職活動において求められる実践的な感覚を涵養するための講座を開設した。 

■効 果 

•就職や研究に関する留学生自身の自覚・研鑽、動機づけ 

•日本の企業・産業界が求める人材像への理解 

•自らの課題や強みの気付き  

•来るべき就職活動への円滑な対応 

２．開催時期及び場所    

日時：平成２３年７月２０日～３月  

研修場所：伊都キャンパス 

所在地：〒８１９－０３６５ 福岡市西区元岡７４４ 

■ 就職活動キックオフセミナー（キャリア支援講座） 7月２０日（水） 

 

 

 

北條純一教授 挨拶 （株）インターエージェント 取締役副社長  

特定非営利法人 グローバル人材育成協会 理事 野澤 和世 氏 

授業風景 

 

 



2011年 11日 21日 

平成２３年度アジア人財資金構想 室町ケミカル（株），信号電材（株） 企業見学会（開催結果） 

室町ケミカル（株）（大牟田市新勝立町１丁目３８番５号）及び大牟田市役所(福岡県大牟田市有明町 2 丁目 3 番地)、信号電材（株）（福岡

県大牟田市新港町1番29号）にて「企業見学会」を開催。 

1.事業概要 

九州大学では、平成２０年１０月から我が国企業に就職意思のある能力・意欲の高いアジア留学生を対象に、エネルギー・環境を意識したも

のづくりができる人材育成プログラム（ＡＱプログラム）を展開し、受入から我が国企業への就職まで、切れ目のない一貫した支援プログラム

を産学連携により推進。 

この一環として、留学生に専門知識の付与、ビジネス現場の体感を図り我が国産業への関心を高めさせつつ具体的な就業へと導くための「企

業見学会」事業を室町ケミカル殿の協力の下で実施。就職に向けたモチベーション向上と体制を強化。 

2.結果  

当日は、本学から留学生１１名、大学関係者３名が参加。 

(１)室町ケミカル（株） 

同社からは総務課 角様に同行頂いた。概要説明後、健康食品製造過程，樹脂コンパウンド，医薬品製造課程，アジア人財１期生の卒業生で

ある、パクヘイジャさんが所属する技術部門(分析や依頼試験)を見学。技術部門の案内は朴さんに担当して頂いた。 

見学後は、朴さんから３期生、４期生へのアドバイスや学生から朴さんへの質疑応答が行われた。 

    

（会社概要説明）                     （樹脂コンパウンド見学） 

     

（医薬品製造見学）               （アジア人財卒業生パクさんへの質疑応答） 

 

 

 



(２)大牟田市役所 

世界遺産登録推進室の友枝室長より大牟田市の状況と地域活性化へ向けた取組み、及び世界遺産登録へ向けた取組について説明。その後、質

疑応答が行われた。 

    

（概要説明）                        （質疑応答） 

    

（概要説明）                     （市庁舎前にて集合写真） 

(３)信号電材 

同社の概要説明後、大牟田事業所に於いて端子箱セルライン、信号灯器セルラインを見学した。続いて荒尾事業所に於いて、信号柱製作ライ

ンを見学した。 

製作ラインの他に仕事の効率を上げる為、社員が発案したアイディアが取り入れられた作業台などもご紹介いただいた。 

    

（大牟田事業所 概要説明）            （端子箱セルライン、信号灯器セルライン見学） 

 



    

（荒尾事業所 概要説明）                 （信号柱製作ラインを見学） 

    

（質疑応答の様子） 

    

（メッキ仕上げ）                      （信号柱製作の様子） 

 



2012年 1月 8日 

平成 23年度アジア人財資金構想「合同説明会」（ジョブフェア2012内定者報告会）（開催結果） 

 ＪＲホール博多シティ９Ｆ(九州ホール)に於いて「九州大学留学生のための Job Fair2012」を開催（国際部留学生課、学務部キャリア支援

課、G30オフィス、東京オフィス等学内組織と連携・協力し実施）。同時にアジア人財就職内定者による報告会を開催。 

 

事業概要 

 九州大学では、平成２０年１０月から我が国企業に就職意思のある能力・意欲の高いアジア留学生を対象に、エネルギー・環境を意識したも

のづくりができる人材育成プログラム（ＡＱプログラム）を展開し、受入から我が国企業への就職まで、切れ目のない一貫した支援プログラム

を産学連携により推進。 

 「ジョブフェア 2012」の参加企業は全 41 社（アジア人財のコンソーシアム企業含む）、九大留学生およそ 230 名（アジア人財学生はほ

ぼ全員参加）が参加し、熱心な面談が行われた。同時に内定者報告会を併催。すでに日本企業に就職が内定しているアジア人財留学生(3期生)

による報告会を実施。現在、就職活動中の留学生に対して参考となるよう、実際の就職活動の流れや面接対策などインターンシップ成果等の体

験談を交え実施。これにより、就職活動中の留学生のモチベーションの維持・向上に貢献するとともに学内外にアジア人財学生の就職成果を示

した。  

(１)合同説明会（ジョブフェア 2012） 

       

受 付                             就職ガイダンス  

 

       

ジョブフェア ブース内の様子                     ジョブフェア ブース内の様子 

 



（２）就職内定者報告会 

アジア人財留学生 3 期生の中で、（株）アルバック、旭化成（株）、ＴＯＴＯ（株）、日産自動車（株）、JFE エンジニアリング（株）に内定

が決まっている５名による報告が行われた。 

就職活動中の留学生も先輩からのアドバイス等に聞き入っており、不安点や不明の事柄についての質問が相次いで行われた。 

       

           太田先生挨拶                             発表の様子 

 

       

            質疑応答                              発表の様子 

 

 

集合写真 

 


